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避難所生活
詳細　防災安全課☎ 058-383-1190

みんなで考えよう

　

市
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に

基
づ
き
、
従
来
の
一
次
避
難
所
を
基
本
と

し
、
新
た
に
「
指
定
緊
急
避
難
場
所
」
を

指
定
し
ま
し
た
。

【
指
定
緊
急
避
難
場
所
と
は
】

　

指
定
緊
急
避
難
場
所
と
は
、
災
害
が
発

生
、
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場

合
に
、
住
民
が
緊
急
的
に
避
難
し
、
災
害

の
脅
威
が
去
る
ま
で
、
一
時
的
に
身
の
安

全
を
守
る
場
所
の
こ
と
で
す
。

　

指
定
緊
急
避
難
場
所
は
、
一
次
避
難
所

（
緑
苑
小
学
校
を
除
く
小
学
校
、
稲
羽
中

学
校
、
緑
陽
中
学
校
）
を
基
本
に
指
定
を

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
発
生
し
た
災
害

の
種
別
に
よ
っ
て
は
、
一
次
避
難
所
で
は

な
い
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
指
定
緊
急

避
難
場
所
に
な
り
ま
す
。

【
こ
ん
な
時
は
こ
こ
に
避
難
を
】

土
砂
災
害
時

◆
那
加
第
一
小
学
校
→
桜
体
育
館

洪
水
時

◆
那
加
第
二
小
学
校
→
那
加
福
祉
セ
ン

タ
ー

◆
那
加
第
三
小
学
校
→
那
加
中
学
校

◆
稲
羽
西
小
学
校
・
稲
羽
中
学
校
→
稲
羽

西
福
祉
セ
ン
タ
ー

避
難
所
生
活
の
大
変
さ

　
　
　
　

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
「
Ｈハ

グ
Ｕ
Ｇ
」

考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
　
　
　
　

避
難
所
で
の
生
活

　

大
き
な
災
害
が
起
き
た
と
き
、
お
互
い

に
助
け
合
う
共
助
の
場
と
な
る
避
難
所
。

地
震
な
ど
、大
規
模
な
災
害
の
発
生
時
は
、

多
く
の
方
が
避
難
所
で
生
活
を
送
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

実
際
に
避
難
所
と
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ

で
、ど
ん
な
生
活
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
災
害
に

備
え
、
避
難
所
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
所
と
な
る
の
は
、
住
ん
で
い
る
地

域
の
最
寄
り
の
小
学
校
な
ど
で
す
（
各
地

域
の
指
定
避
難
所
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

も
確
認
で
き
ま
す
）。

　

そ
の
主
な
役
割
は
、
安
全
の
確
保
、
生

活
場
所
の
提
供
、
物
資
の
供
給
で
す
。 

　

昨
年
の
７
月
に
行
わ
れ
た
防
災
キ
ャ
ン

プ
で
は
、
市
内
の
小
学
生
が
、
避
難
所
と

な
る
体
育
館
に
実
際
に
寝
泊
ま
り
し
、
物

資
の
搬
入
か
ら
炊
き
出
し
、
段
ボ
ー
ル
に

よ
る
寝
床
作
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
体
験
を
通
じ
て
、
多
く
の
児
童
か

ら
、
慣
れ
な
い
環
境
に
よ
る
避
難
所
生
活

の
難
し
さ
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

実
際
の
避
難
所
は
、
生
活
が
制
限
さ
れ

る
う
え
、
年
齢
、
性
別
は
も
ち
ろ
ん
、
国

籍
や
宗
教
の
違
う
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
共

同
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
と
き
、
自
分
に
は
何
が
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
起
こ
り
う
る
さ
ま

ざ
ま
な
出
来
事
に
対
し
て
、
自
身
の
役
割

を
し
っ
か
り
と
認
識
す
る
こ
と
が
と
て
も

重
要
で
す
。

避
難
所
で
の
生
活
と
は

指
定
緊
急
避
難
場
所
に
つ
い
て

　

食
事
や
物
資
の
配
給
方
法
、
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
の
災

害
時
要
援
護
者
（
避
難
行
動
要
支
援
者
）

へ
の
配
慮
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
？
避

難
所
で
の
生
活
は
、
被
害
状
況
や
避
難
者

の
状
態
を
踏
ま
え
、
自
ら
が
中
心
と
な
っ

て
運
営
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

避
難
所
で
起
こ
り
う
る
事
象
に
ス
ム
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
避
難
所
で
の

生
活
を
知
り
、
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

先
に
紹
介
し
た
「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
」
に
使
用
す

る
カ
ー
ド
は
、
防
災
安
全
課
で
貸
し
出
し

て
い
ま
す
。
自
治
会
な
ど
で
、
避
難
所
の

運
営
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
込
と
詳
細　

防
災
安
全
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）
１
１
９
０

ま
ず
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら 那加第二小学校 6 年

近藤暖
ほ の か

風さん　柴田太
たい

くん

那加第二小学校 6 年
大野太

た く ま

久真くん　野呂京
きょうすけ

佑くん

　

Ｈ
Ｕ
Ｇ
は
、「
Ｈ
ｉ
ｎ
ａ
ｎ
ｚ
ｙ
ｏ　

Ｕ
ｎ
ｅ
ｉ　

Ｇ
ａ
ｍ
ｅ
」
の
略
で
、
大
災

害
発
生
時
の
避
難
所
運
営
を
考
え
る
た
め

に
開
発
さ
れ
た
模
擬
体
験
ゲ
ー
ム
で
す
。

　

途
中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
に

ど
う
対
応
し
て
い
く
か
、
意
見
を
出
し
合

い
な
が
ら
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
避
難
所
の
運

営
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

参
加
者
（
プ
レ
イ
ヤ
ー
）
は
、
７
人
程

度
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
年
齢
や
性
別
、

国
籍
や
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
事
情
が
書

か
れ
た
カ
ー
ド
（
避
難
者
）
を
、
避
難
所

の
体
育
館
や
教
室
に
見
立
て
た
平
面
図
に

適
切
に
配
置
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

　

Ｈ
Ｕ
Ｇ
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
カ
ー

ド
を
置
く
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
そ

こ
で
こ
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
、
こ
う
す
る

べ
き
だ
っ
た
と
、
振
り
返
り
、
お
互
い
に

話
し
合
う
こ
と
が
こ
の
ゲ
ー
ム
の
最
も
重

要
な
目
的
で
す
。

①
避
難
時
の
天
候
や
季
節
、
被
災
状
況
や

避
難
者
の
様
子
な
ど
を
、
あ
ら
か
じ
め
設

定
し
、
共
有
し
ま
す
。

②
１
人
が
読
み
上
げ
係
、
残
り
の
６
人
が

プ
レ
イ
ヤ
ー
と
な
り
ま
す
。

③
読
み
上
げ
係
は
、「
物
資
が
届
く
の
で

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
し
て
ほ
し
い
」
や
、

「
熱
が
あ
る
の
で
、
ど
こ
か
に
部
屋
が
ほ

し
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
を
読
み

上
げ
て
い
き
ま
す
。

④
読
み
上
げ
た
事
象
に
対
し
て
、
プ
レ
イ

ヤ
ー
は
災
害
時
要
援
護
者
（
避
難
行
動
要

支
援
者
）
へ
の
配
慮
を
し
な
が
ら
、
部
屋

割
り
、
炊
き
出
し
場
や
仮
設
ト
イ
レ
の
配

置
な
ど
の
生
活
空
間
の
確
保
、
視
察
や
取

材
対
応
な
ど
、
素
早
く
判
断
し
、
カ
ー
ド

を
配
置
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
カ
ー
ド
を
す
べ
て
配
置
し
終
え
た
ら
、

ゲ
ー
ム
終
了
で
す
。

⑥
終
了
後
、意
見
交
換
を
行
い
、各
グ
ル
ー

プ
で
発
表
、
比
較
検
討
を
行
い
ま
す
。

まわりに知らない人もい
て、落ち着くことができ
ませんでした。
夏なので体育館は暑く、
固い床では身体が痛く
て、あまり眠れませんで
した。

災害が起こったときに、配
給の振り分けや、寝る場所
の確保など、いきなりやろ
うと思っても、難しいこと
が多いと感じました。
普段の生活と違うというこ
とが、よく分かりました。

や
っ
て
み
よ
う
！

体
験
し
て
分
か
っ
た
！

Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
ハ
グ
）
と
は

ゲ
ー
ム
の
流
れ

振
り
返
り
、
共
有
す
る

お知らせ

ゲ
ー
ム
内
容
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詳細 ｜ 市民税課☎ 058-383-1114、岐阜南税務署☎ 058-271-7111

鏡
島
大
橋

岐
阜
環
状
線

忠
節
橋

金
華
橋

■岐阜北高校
メモリアルセンター■岐阜清流中学校■

マーサ21

「マーサ 21」位置図

申 告 は・

でま日月

納 税
３ 15

所得税・復興特別所得税の確定申告の
季節です

　平成 27 年分の所得税と復興特別所得税、個人
事業者の消費税と地方消費税、贈与税の確定申告
会場を開設します。会場では、パソコンを利用し
た確定申告書の作成を行います。

期間　2月 16 日～ 29 日（土・日曜日を除く）の
9:30 ～ 16:00
場所　産業文化センター 1階あすかホール（那加
桜町 2）
備考　 ▼期間中は会場内に、税理士による「無料
税務相談所」を開設します ▼市役所では所得税の
申告書作成指導は行っていません ▼ご来場の際は、
できるだけ公共交通機関をご利用ください ▼車で
ご来場の方は、市民公園、中央図書館、学びの森
などの公共駐車場（3時間まで無料）をご利用く
ださい ▼路上や民間店舗などへの駐車はおやめく
ださい

◆産業文化センター会場

期間　2月 15 日～ 3月 15 日（土・日曜日を除く。
ただし、2月 21 日（日）、28 日（日）は開設）の
9:00 ～ 17:00（混雑状況により、受付を早めに終
了する場合があります）
場所　「マーサ 21」4 階マーサホール（岐阜市正
木中 1-2-1、地図参照）

◆マーサ 21会場

【ご用意いただくもの】

【ご注意ください】

▼平成 27 年中の収入金額（所得金額）や必要経費の分かる書類（給与や公的年金などの源泉徴収票、配当
などの支払通知書など） ▼印鑑（スタンプ印でないもの） ▼各種控除に必要な領収書や証明書など ▼昨年の
申告書などの控え ▼還付の方は振込先の口座番号が分かるもの（本人名義の口座） ▼筆記用具

▼会場で検算・確認は行いません ▼大変混み合いますので、時間に余裕を持ってご来場ください ▼会場の混
雑の状況により受付を早めに終了する場合があります ▼２月 15 日～ 3月 15 日の期間中、岐阜南税務署では
申告書の提出はできますが、申告書の作成指導は行いません ▼ご自身で確定申告書を作成した方は、岐阜南
税務署へ郵送や、電子申告「イータックス」で提出してください ▼申告会場では、納税証明書の発行や納税
はできません

確定申告会場は2カ所

各種控除に必要な書類
社会保険料控除 ▼国民年金保険料 =支払証明書 ▼国民健康保険料・介護保険料・後期高齢者医療保険

料＝「納付済額のお知らせ」など、平成 27 年中に支払った金額の分かるもの

生命保険料控除 生命保険料、個人年金保険料または介護医療保険料の控除証明書

地震保険料控除 地震保険料の控除証明書

寄付金控除 寄附した団体から交付された寄附金の領収書、証明書など

障害者控除 ▼ 身体障害者手帳 ▼療育手帳 ▼精神障害者福祉手帳 ▼要介護認定を受けている人は、
福祉事務所長が発行する「障害者控除対象者認定書」

医療費控除

▼医療費の領収書（原本）など ▼健康保険や生命保険などから医療費に対し補てんを
受けている場合、金額の分かる書類など
※健康保険によっては、高額療養費の申請時に領収書が必要となります。先に高額療
養費を申請するようにしてください。

雑損控除 ▼罹
りさい

災証明書 ▼損害を受けた資産の時価が分かるもの ▼災害関連支出の領収書など

住宅借入金等
特別控除
（平成 27 年中に
入居した方）

▼住民票（写し） ▼住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書 ▼家屋の登記事項
証明書 ▼建築工事請負契約書または家屋の売買契約書の写し
※家屋の増改築をした方は、上記の書類に加え、建築確認通知書（写し）、または増改
築等工事証明書も必要です。
※家屋とともに購入した、その敷地に係る借入金のある方は上記の書類に加え、敷地
の登記事項証明書、敷地の売買契約書（写し）も必要です。

税務署からのお知らせ
【確定申告に関する電話相談】

　消費税や地方消費税、所得税の確定申告、贈与税の申告などに関する電話相
談は、「確定申告電話相談センター」をご利用ください。
期間　3月 15 日まで（土・日曜日、祝日を除く）
利用方法　下記番号に電話して、自動音声案内に従い「0」を選択
詳細　岐阜南税務署☎ 058-271-7111

【税理士はウェブサイトで検索】

【申告はインターネットが便利！】

　税理士をお探しの場合は、日本税理士連合会「税理士情報検索サイト（https://www.zeirishikensaku.jp）」
で検索ができます。

　申告書の作成は、国税庁ウェブサイト（https://www.nta.go.jp）「確定申告書等作成コ
ーナー」が便利です。所得税の確定申告書等作成コーナーに、給与所得者または公的年
金所得者向けの申告書作成画面が新設されました。初めての方でも操作がしやすい画面
になっています。作成した申告書は、印刷して郵送などで提出できます。また、自宅や
オフィスなどからインターネットを利用した「イータックス」（https://www.e-tax.nta.
go.jp）で申告・申請ができます。

確
定
申
告
の

相
談
を
し
た
い

の
で
す
が
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※㈱ホープ調べ

地域の絆でまちをきれいに、美しく！

パーク
レンジャー

　

市
内
に
広
が
る
自
然
豊
か
な
公
園
、
市

を
流
れ
る
大
小
の
河
川
、
市
民
の
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
る
地
域
の
広
場
な
ど
…
。

そ
ん
な
、
各
務
原
の
美
し
い
自
然
や
景
観

を
守
っ
て
い
る
団
体
が
「
パ
ー
ク
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

長
年
、ま
ち
の「
美
化
」に
貢
献
！

　

パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
市
内
の
道
路

や
公
園
、
河
川
や
広
場
な
ど
の
緑
化
や
清

掃
、ま
た
、公
共
施
設
利
用
者
へ
の
マ
ナ
ー

指
導
な
ど
を
行
う
市
民
団
体
。
平
成
13
年

の
ス
タ
ー
ト
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
市
の
美
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
　

ス
マ
ホ
で
広
報
紙
が
読
め
る
！

　
「
ｉア

イ

広
報
紙
」
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
、
広
報
紙
を
読
む

こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ
。
市
で
も
、
昨
年

12
月
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
多
く
の
民

さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
ｉ
広
報
紙
」
の
特
徴
は
、
何
と
い
っ

て
も
場
所
を
選
ば
ず
広
報
紙
が
読
め
る
こ

と
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
も
広
報
紙
を

活
用
す
る
た
め
の
便
利
な
機
能
を
い
く
つ

も
備
え
て
い
ま
す
。

　
　

ア
プ
リ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

そ
ん
な
便
利
な
「
ｉ
広
報
紙
」
が
、
こ

の
冬
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
っ
て
さ
ら
に

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！ 

　

こ
こ
で
は
、
新
し
く
搭
載
さ
れ
た
機
能

を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
新
着
情
報
を
お
知
ら
せ

　
「
お
住
ま
い
の
地
域
」
に
設
定
し
た
、

各
務
原
市
な
ど
自
治
体
の
新
着
情
報
を
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
取
り
出
し
て
表
示
。

市
の
情
報
を
、
逃
さ
ず
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

②
あ
な
た
に
合
っ
た
情
報
が
届
く

　
「
興
味
の
あ
る
分
野
」に
設
定
し
た
、「
イ

ベ
ン
ト
」「
子
育
て
」「
ま
ち
づ
く
り
」
な

ど
の
分
野
ご
と
に
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど

の
情
報
を
ま
と
め
て
表
示
で
き
ま
す
。

③
他
の
広
報
紙
も
制
限
な
く
読
め
る

　

こ
れ
ま
で
は
、「
お
住
ま
い
の
地
域
」

以
外
の
ほ
か
は
１
市
ま
で
だ
っ
た
、
他
市

町
村
の
広
報
紙
を
、
数
の
制
限
な
く
読
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
思
い
出
の
場
所

や
故
郷
な
ど
の

広
報
紙
を
、
い

つ
で
も
ど
こ
で

も
、
い
く
つ
で

も
お
読
み
い
た

だ
け
ま
す
。

登
録
者
数
は
約
１
８
０
０
人

　

ス
タ
ー
ト
当
初
は
、
12
団
体
２
４
１
人

だ
っ
た
登
録
者
数
も
、
現
在
は
59
団
体

１
８
０
７
人
と
、
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
活
動
の
内
容
も
、
清
掃
や
緑
化
以
外

に
、
樹
木
剪
定
や
花
飾
り
な
ど
団
体
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
。
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
特

性
に
合
わ
せ
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

登
録
し
た
団
体
に
は
、
市
か
ら
帽
子
を

貸
与
す
る
ほ
か
、
認
定
証
の
交
付
、
保
険

へ
の
加
入
や
、
活
動
で
使
用
す
る
物
品
な

ど
の
貸
与
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
、「
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
」の

活
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

登
録
は
随
時
受
け
付
け
！

　

パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
登
録
は
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

詳
細
な
ど
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

対
象　

１
年
以
上
継
続
し
て
活
動
で
き

る
、
５
人
以
上
の
団
体

申
込　

河
川
公
園
課
（
市
役
所
２
階
）、

ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
た
申
込
書
に
記
入
し
て
、
直
接
、
河

川
公
園
課
へ

詳細　河川公園課☎ 058-383-1533

PARK
RANGER

　

パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
活
動
を
皆

さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
活
動
の
輪

を
広
げ
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

講
演
で
は
、
作
業
時
の
安
全
確
保

に
つ
い
て
お
教
え
し
ま
す
。
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
30
日（
土
）  

午
後
２
時

～
４
時
30
分

場
所　

中
央
図
書
館
４
階  

多
目
的

ホ
ー
ル
（
那
加
門
前
町
３
）

定
員　

１
５
０
人
（
当
日
申
込
順
）

内
容　

▼
花
と
緑
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式
▼
講
演「
安
全
な
作
業
の
た
め
に
」

西
村
正
・
林
材
業
安
全
技
能
師
範

備
考　

記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す

パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
大
会

パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
大
会

活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は

「地域の交流にも役立っています」

野口パークレンジャー

代表　安江  捷
まさる

 さん

（蘇原野口町）

　私たち、「野口パークレ
ンジャー」は、平成 13 年
に発足、現在 26 人で活動を行っています。
　主な活動は、岐阜鵜沼線やいちょう通りなど
道路沿いの花壇の花飾りや、清掃・除草など。
月に 1 回のペースで活動しています。
　花が咲いて、まちがきれいになったときの喜
びはもちろんですが、パークレンジャーの活動
により地域の交流が生まれ、高齢者にとっては
外に出るきっかけになったりと、いい効果も生
まれています。
　今後も、「自分た
ちのまちは自分た
ちの手で」の精神
でがんばります。

i 広報紙の特徴

　
　

始
め
方
は
カ
ン
タ
ン
！

　
「
ｉ
広
報
紙
」
の
利
用
は
、
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
簡
単
な
設
定
を
す

る
だ
け
。
す
ぐ
に
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
す
。

【
専
用
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
】

①　

▼
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
の
方
＝
「
Ａア

ッ

プ

ｐ
ｐ

Ｓス

ト

ア

ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
」
を
起
動
▼
ア
ン
ド
ロ
イ
ド

の
方
＝「
Ｇグ

ー

グ

ル

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ　
ｐプ

レ

イ

ｌ
ａ
ｙ
」を
起
動

②　
「
ｉ
広
報
紙
」
で
検
索
し
、
ア
プ
リ

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

【
個
人
設
定
を
入
力
】

①　

ア
プ
リ
の
初
回
起
動
時
に
表
示
さ
れ

る
、「
お
住
ま
い
の
地
域
」・「
興
味
の
あ

る
分
野
」・「
性
別
」・「
生
年
月
」
を
入
力

②　
「
利
用
開
始
」
を
タ
ッ
プ
し
て
、
登

録
完
了
！

　
「
ｉ
広
報
紙
」
は
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
、
利
用
と
も
に
無
料
の
ア
プ
リ
で

す
が
、
ア
プ
リ
内
に
広
告
が
表
示
さ

れ
ま
す
。
こ
の
広
告
は
ア
プ
リ
運
営

の
た
め
の
も
の
で
、
市
と
は
関
係
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ア
プ
リ
は
無
料
で
す
が
、

情
報
の
受
信
に
は
通
信
料
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
ｉ
広
報
紙
」内
の
広
告
に
つ
い
て

■Notice
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　小中学生が描いた、各務原の
文化財や風景などの絵画を展示
します。
期間　

△

1 月 13 日　9:00 ～ 18 日
15:00 ＝産業文化センター（那加
桜町 2）

△

1 月 20 日　9:00 ～ 24
日　15:00 ＝川島ライフデザイン
センター（川島河田町）

△

1 月26
日　9:00 ～ 2 月 3 日　15:00 ＝中
山道鵜沼宿脇本陣（鵜沼西町 1）
詳細　各務原ユネスコ協会☎ 0
58-382-5337

絵で伝えよう    わたし
の町のたからもの

　1 月26日の「文化財防火デー」
にちなみ、防災訓練を行います。
文化財防火デー当日は、市内 11
カ所で防火査察も行います。
日時　1 月 24 日（日）　9:00 ～
10:30
場所　村国座（各務おがせ町 3）
対象　地元自治会、地元消防団、
女性防火クラブなど
内容　消火器やポンプ車による
消火訓練、通報訓練など（予定）
備考　

△

少雨決行、荒天時は 2
月 7 日に延期

△

延期を当日 7:00
～消防情報テレホンサービス

（☎ 0180-995-494）で案内
詳細　文化財課☎ 058-383-1475

文化財防火デー
防災訓練

日時　1 月 23 日（土）　10:00 ～
15:00（学芸員による解説＝①
10:30 ～② 14:00 ～）
場所　鵜沼古市場遺跡（鵜沼南
町 6）、鵜沼南町会館
備考　

△

少雨決行、雨天時は
24 日に延期

△

駐車場はありま
せんので、公共交通機関をご利
用ください
詳細　埋蔵文化財調査センター
☎ 058-383-1123

「鵜沼古市場遺跡」
現地説明会

期間　2 月 6 日～ 8 日
招待方法　免許証など、各務原
市在住の証明ができるものを持
参し、改札係員へ提示（1 人の
証明で 4 人まで入園可）
備考　世界サル類動物園は別料
金がかかります
詳細　日本モンキーパーク（犬山
市犬山官林 26）☎ 0568-61-0870

モンキーパーク
市民無料招待

　動物性食品を使
わず、イソフラボ
ンたっぷりの豆腐
を使った、ソイチョ
コケーキとソイチョコトリュフ
を作ります。
日時　２月 12 日（金）　10:00 ～
13:00
場所　東ライフデザインセン
ター（鵜沼朝日町 3）
定員　16 人（申込開始時点で
定員を超えた場合は抽選）
講師　廣瀬麻紀
費用　1500 円（受講料 300 円、
材料費 1200 円）
申込と詳細　1 月 29 日　10:00
～費用を持参し、東ライフデザ
インセンター☎ 058-384-0507

バレンタイン
スイーツ講座

　季節を感じられる、うぐいす
餅や桜餅など、家庭でも気軽に
作ることができる和菓子を、基
本から教わります。
日時　２月 12 日（金）　9:30 ～
12:00
場所　川島健康福祉センター調
理室（川島松原町）
対象　成人
定員　20 人（申込順）
講師　信田充康・（株）餅信代
表取締役社長
費用　900 円（当日支払）
申込と詳細　1 月 22 日　9:00 ～
直接または電話で、川島ライフ
デザインセンター（川島河田町）
☎ 0586-89-3686

川島ライフ短期講座
春の和菓子作り

【ママだけの特別な時間！子育
てママのリラックス講座】
日時　① 2 月 13 日（土）② 27 日

（土）③ 3 月 11 日（金）④ 25 日
（金）　いずれも 19:00 ～ 20:30
（全 4 回）

場所　蘇原コミュニティセン
ター（蘇原野口町 1）
対象　高校生までの子どもがい
る女性
定員　各 16 人（複数回参加で
きる方を優先して、抽選）
内容　①「お好きな香りでアロ
マハンドマッサージ」たかみ
じゅんこ②「足指セラピー＆カ
ラダほぐし」鋳山和泉③「パー
ソナルカラー」池田あゆみ④お
いしい紅茶タ
イ ム（ 実 習 ）」
平林典子
費 用　 受 講 料 1 回 300 円、 材
料費① 800 円④ 1000 円
申込期限　2 月 2 日
備考　 ▽ お子さんの同伴も可

（講座中は別室で託児） ▽ 申込
記載事項＝参加希望日、託児を
希望する方は氏名、学年または
年齢

【夫婦でチャレンジ講座「知っ
ていると便利！サバイバル・イ
ングリッシュ」】
日時　2 月 14 日（日）　13:00 ～
14:30
場所　蘇原コミュニティセン
ター（蘇原野口町 1）
定員　20 人（夫婦での申込を
優先し、抽選）
講師　松家鮎美・岐阜女子大学
助教
費用　300 円
申込期限　2 月 2 日

【子育てママのクラフト講座「パ
ワーストーンでブレスレット」】
日時　２月 20 日（土）　10:00 ～
11:30

中央ライフの講座
に参加しませんか

 試験日　面接   2 月12日（金）
 受付期間   1 月15 日～29 日　8:30 ～ 17:15
　　　　　　 （土・日は閉庁日のため受付できません）

               郵送の場合は 1 月 28 日（木）必着

採用予定人員　2 人
職務内容　

△

行政事務＝来客の対応、パソコン入力
業務

△

学校用務員＝市内学校で、校内外の草刈や清
掃などの維持管理業務、来客の対応、施設・設備の
管理に必要な軽易な作業、文書の印刷
対象　身体障がい者（身体障害者手帳の交付を受け
ている方）、知的障がい者（児童相談所、知的障がい
者更生相談所、精神保健福祉センター、精神保健指
定医または障害者職業センターにより知的障がいと
判定された方）、精神障がい者（精神保健福祉手帳
の交付を受けている方）で、以下の要件を満たす方△

自力で通勤ができ、介護なしに仕事ができる方

△

口頭による面接試験に対応できる方
申込用紙の交付
窓口　人事課（市役所 3 階）、市民サービスセンター

郵送　封筒の表に「申込書請求」と朱書
し、82 円分の切手を貼って返信先を明
記した返信用定形封筒（長形 3 号）と連
絡先を明記したものを同封し、人事課
インターネット　市ウェブサイトから受験申込書と
受験票をダウンロードして A4 の白紙に印刷
申込方法　
所定の申込書と受験票に必要事項を記入し、写真を
貼って、窓口持参か郵送で提出
窓口　受付期間内に人事課へ提出
郵送　封筒の表に「受験申込」と朱書し、一般書留か
簡易書留で送付。その際、82 円分の切手を貼り返信
先を明記した返信用定形封筒（長形 3 号）を同封
申込と詳細　〒 504-8555 那加桜町 1-69、各務原市
役所人事課☎ 058-383-1111 内線 2236

障がい者対象

市臨時職員・嘱託職員を募集

日時　2 月 27 日（土）　9:00 ～
場所　総合体育館（那加太平町 2）
対象　市内在住、在勤、在学、
在籍（スポーツクラブ）の方
費用　

△

シングルス＝ 800 円△

ダブルス（1 組）＝ 1600 円（い
ずれも中学生は半額）
種目　男・女シングルス、男・
女ダブルス
申込と詳細　2 月 5 日（必着）ま
でに、市卓球協会・丹羽☎　 0
58-385-0812

市卓球選手権大会

            FAX

場所　蘇原福祉センター（蘇原
吉新町 2）
対象　高校生までの子どもがい
る女性
定員　12 人（抽選）
講師　三輪明美・（株）クリスタ
ル・ワールド カラフルタウン岐
阜店店長
費用　受講料 300 円、材料費 1
セット 1000 円（3 セットまで）
申込期限　2 月 9 日
備考　 ▽ お子さんの同伴も可

（講座中は同室で託児） ▽ 申込
記載事項＝希望セット数、お子
さんを同伴する方は氏名、学年
または年齢

【共通事項】
申込と詳細　各申込期限（必着）
までに、「講座名、参加者の氏名、
住所、電話番号、各申込記載事
項」を明記し、メール chuolife
@city.kakamigahara.gifu.jp また
は、往復はがきで〒 504-0813
蘇原中央町 2-1-8、中央ライフ
デザインセンター（窓口申込は、
はがき 1 枚持参）☎ 058-389-1
820

対象　土地・家屋以外で、事業
を営むために事業用資産（構築
物、機械装置、工具、器具・備
品）を所有している方
備考　

△

事業者で申告用紙が届
いていない方、新しく資産を購
入した方、新規で事業を開始し
た方は下記へ連絡

△

申告内容が
前年と同じ、該当資産がない、廃
業したなどの場合も申告が必要
詳細　資産税課☎ 058-383-4740

償却資産の申告は
2 月 1 日までに

日時　祝日を除く、月～金曜日
の 9:00 ～ 16:00
場所　産業文化センター 7 階相
談室（那加桜町 2）
対象　悩み、心配事をもつ市内
在住の児童生徒または保護者
申込と詳細　祝日を除く、火～
金曜日の 13:00 ～ 16:00 に、あ
すなろ教育支援センター☎ 058-
383-1487

あすなろ教育相談

平成 27 年 12 月 23 日現在

交通事故発生状況
前年比

人身事故 588 件 － 107 件
死者 5 人 ＋ 3 人
負傷者 805 人 － 117 人
物損事故 4997 件 － 7 件
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　災害が起こったときに、ペッ
トの安全を守るには日ごろの備
えが大切です。迷子札やマイク
ロチップなどの「所有者明示」
を心がけましょう。
　また、避難所でほかの人の迷
惑にならないように、むやみに
吠えない、ケージに慣れておく
などのしつけを行いましょう。
詳細　岐阜保健所☎ 058-380-3
003

ペットも災害に
備えましょう

　来年度、中学校へ入学する児
童（平成 15 年 4 月 2 日～平成
16 年 4 月 1 日生まれの方）の
ご家庭に、入学通知書を１月中
にお届けします。
　入学通知書が 1 月中に届かな
い場合や、次のような場合は学
校教育課までご連絡ください。△

国立、私立の中学校、特別支
援学校などの中学部へ入学する△

住所、氏名などに誤りがある△

住所などを変更した、または
入学日までに住所などを変更す
る予定がある

△

他市町村発行の
入学通知書がある

△

病気、その
他やむを得ない理由のため、就
学猶予・免除を希望する
詳細　学校教育課☎ 058-383-11
18

中学校の
入学通知書を送付

　独立行政法人日本スポーツ振
興センターのスポーツ振興くじ

（toto）助成金で、第４種公認陸
上競技場に公認記録が可能とな
る、判定用カメラなどの写真判
定記録システムを購入しました。
この事業は、スポーツ振興くじ
(toto･BIG) の収益を財源として
います。
詳 細　スポーツ課☎ 058-383-
1231

写真判定記録シス
テムを導入

【使ってください】

▽チャイルドシート ▽乳児用歩
行器 ▽クーハン ▽婦人用自転車

▽ひな人形（3 段） ▽学習机 ▽オ
イルヒーター ▽電動式ベッド

【さがしています】

▽ピアノ ▽ベビーバス ▽ベビー
ベッド ▽ CD デッキ

△

ジャング
ルジム

△

三輪車

△

卓球台一式

△

座敷机

△

子ども用すべり台
備考　12 月 22 日現在の状況
詳細　環境政策課☎ 058-383-42
31

家庭不用品
交換銀行

日時　2 月 5 日（金）　13:30 ～
14:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　65 歳未満の障がい者（身
体・知的・精神）の方、または家族
内容　 ▽主に布をたたむ軽作業
体験 ▽就労個別相談（希望者）
申込と詳細　地域活動支援セン
ター・ザールせいすい☎ 058-23
5-6080

障がい者就労体験・
就労相談

期間　1 月 15 日～ 29 日　8:30
～ 17:15（土・日曜日を除く）
場所　県都市政策課（岐阜市薮
田南 2-1-1）または、市都市計
画課（那加桜町１、市役所 2 階）
内容　①区域区分の変更（県決
定）②用途地域の変更（市決定）
備考　 ▽②は市都市計画課のみ

▽期間満了日までに、①は県知
事に、②は市長に意見書を提出
することができます
詳細　県都市政策課☎ 058-272-
1111 内線 3755、市都市計画課
☎ 058-383-1111 内線 2732

都市計画変更案を
縦覧できます

利用時間　9:00 ～ 16:00（入浴
は 10:00 ～ 15:00）
対象　60 歳以上の方
内容　大浴場、囲碁将棋、カラ
オケ、集会室、軽スポーツ（ク
ロリティ、スロットボール、卓
球）、運動器具（ウオーキング、
エアロバイク）
費用　100 円
備考　 ▽日曜日、祝日、年末年
始は休園 ▽ シニアクラブなど
10 人以上の団体は、バスで無
料送迎します
詳細　稲田園（須衛 2469 番地）
☎ 058-370-4321

ご利用ください
稲田園

　健康で働く意欲のある高齢者
を募集しています。仕事を通じ
て、友達作りや健康管理、生き
がいの発見をしませんか。
対象　市内在住で 60 歳以上の
健康な方

【入会説明会】
日時　１月 19 日、2 月２日・16
日、3 月 1 日・15 日、4 月 5 日・
19 日　いずれも火曜日　15:00 ～
場所　東亜町会館（那加東亜町）
持参品　筆記用具
備考　本人がお越しください
詳細　市シルバー人材センター
☎ 058-371-2300

シルバー人材
センター会員募集

　口座振替の申し込みをする
と、指定の口座から各納期限日
に自動的に振替納付されるた
め、納め忘れもなく大変便利で
す。ぜひご利用ください。

【口座振替の申込】
預貯金口座のある市指定の金融
機関で申し込んでください

【振替口座の変更】
取扱金融機関や引き落し口座、
口座名義人を変える場合は、「新
規」として申し込んでください

【口座振替の廃止】
口座振替の必要がなくなった場
合や、口座を解約するときは、
金融機関で廃止手続きをしてく
ださい

【口座振替の開始】
口座振替は、申し込み月の翌々
月以降の月末納期分から開始・
変更・廃止となります。1 月中
に新規申し込みをした場合は、
3 月以降の月末納期分から開始
されます
備考　

△

保育料・学童保育料、
住宅使用料、下水道事業受益者
負担金は、ゆうちょ銀行の利用
はできません

△

残高不足で口座
振替ができなかった場合は、金
融機関などで直接納めていただ
きます

△

保険料の年金天引きな
ど、口座振替をご利用できない
場合もあります

△

市税、国民健
康保険料、後期高齢者医療保険
料、介護保険料は「口座振替は
がき」による申し込みも可能で
す。ただし、ゆうちょ銀行は利
用できません
詳細　

△

市税＝税務課☎ 058-
383-4703

△

国民健康保険料＝
医療保険課☎ 058-383-1112

△

後期高齢者医療保険料＝医療保
険課☎ 058-383-1128

△

保育料・
学童保育料＝子育て支援課☎
058-383-1154

△

水道料金・下

市税などの納付は
口座振替で

水道使用料＝環境水道部総務課
☎ 058-383-7113

△

介護保険料
＝介護保険課☎ 058-383-1778△

岐阜中流用水使用料＝農政
課☎ 058-383-1129

△

下水道事
業受益者負担金＝下水道課☎
058-383-7114

△

住宅使用料＝
建築指導課☎ 058-383-1482

　後期高齢者医療保険料の納付
方法には、年金天引による「特
別徴収」と、納付書や口座振替
による「普通徴収」があります。
　75 歳で後期高齢者医療制度
に加入された初年度は「普通徴
収」となります。口座振替を希
望する場合は、金融機関で手続
きが必要です。
　また、今まで国民健康保険料
を口座振替で納付されていた方
も、手続きが必要ですのでご注
意ください。
　次年度以降の納付方法は、市
役所からの通知書を確認し、納
め忘れがないようお願いします。
詳 細　医療保険課☎ 058-383-
1128

後期高齢者医療
保険料の納付

　平成 27 年中に納付された国
民健康保険料・介護保険料・後
期高齢者医療保険料の納付済額
のお知らせを 1 月下旬に送付し
ます。所得税の確定申告、また
は市民税・県民税の申告の際に
社会保険料控除の参考資料とし
てご利用ください。
詳細　 ▽ 国民健康保険料＝医
療保険課☎ 058-383-1112 ▽ 介
護保険料＝介護保険課☎ 058-
383-1778 ▽ 後期高齢者医療保
険料＝医療保険課☎ 058-383-
1128

「保険料納付済額の
お知らせ」の送付

　広報紙 12 月 15 日号 6 ページ、
くらしとけんこう「市民体育大
会　少林寺拳法優勝者」の記載
に誤りがありました。【中学生】
有段の「江口由紀さん」は、「江
口由起さん」の誤りでした。
詳 細　 ス ポ ー ツ 課 ☎ 058-383-
1231

お詫びと訂正

　1 月 1 日付けで長谷川繁さん
（新任）が法務大臣から人権擁

護委員に委嘱されました。
　人権擁護委員は、いじめや差
別問題など人権に関する相談を
法務局や市役所などで受けてい
ます。相談は無料で、秘密厳守
です。お気軽にご相談ください。
詳細　まちづくり推進課☎ 058-
383-1884

ご相談ください
人権擁護委員

対象　県内在住で、18 歳未満
の子どもが 3 人以上いる世帯、
または、3 人目の子どもを妊娠
中の方がいる世帯
持参品　交付申請書、申請者を
確認できる書類（保険証、運転
免許証など）・18 歳未満の子ど
もが３人以上いることが確認で
きる書類（保険証、母子健康手
帳など）
備考　郵送による交付を希望す
る場合は、申請書と上記書類の
写し、82 円分の切手を同封し、
〒 500-8570 岐阜市薮田南 2-1-
1、県子育て支援課
申込と詳細　県子育て支援課☎
058-272-1111 内線 2684、市子
育て支援課☎ 058-383-1555

「ぎふっこカード
プラス」交付開始

期日　2 月 28 日（日）
場所　産業文化センター（那加
桜町 2 ）
費用　 ▽ 2 級＝ 4630 円 ▽ 3 級
＝ 2570 円 ▽ 4 級＝ 1640 円
申込と詳細　1 月 29 日までに
各務原商工会議所☎ 058-382-7
101

日商簿記検定試験
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

医療機関 医療機関 詳細

休日に
急病のとき

2 月の休日急病診療所
☎ 058-383-9151（時間内）

那加桜町 2、総合福祉会館内／ 7 日（日）・11 日（木・祝）・14 日（日）・
21 日（日）・28 日（日）
いずれも 9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 15:30 ／内科・小児科

2 月の歯科救急当番

7 日（日）／太田歯科☎ 058-384-6666 ／緑苑南 3
11 日（祝）／大野歯科クリニック☎ 058-384-8855 ／鵜沼東町 2
14 日（日）／おおはし歯科クリニック☎ 058-383-8317 ／蘇原野口町 3
21 日（日）／恩田歯科☎ 058-389-0053 ／尾崎北町 7
28 日（日）／加藤歯科医院☎ 058-382-0650 ／那加東那加町
いずれも 9:00 ～ 15:00（開設日の診療時間中のみ）

夜間に
お子さんが
急病のとき

小児夜間急病センター
☎ 058-251-1101

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／月～土曜日（祝日を除く）
19:30 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／小児科（対象は 15 歳以下）

岐阜市休日急病センター
☎ 058-253-7277（時間内）

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／日曜日・祝日・年末年始
19:00 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／内科・小児科

小児急病センター
☎ 058-246-1111

岐阜市野一色 4-6-1（岐阜県総合医療センター救急外来）
小児科（対象は 15 歳以下）

電話で案内 救急医療情報センター
☎ 058-382-3799

年中無休 24 時間対応。症状に応じて医療機関を電話で案内します。
情報提供後、マイカーなどで受診してください。

受診の際は、保険証、後期高齢者医療被保険者証、福祉医療費受給者証、健康手帳などを持参してください。

休日や夜間などの
急病のときは

期日　2 月 18 日（木）
受付時間　9:20 ～ 10:00
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　平成 26 年2 月の出生児
内容　ブラッシング指導、幼児
期の食事・栄養・育児などの相談
持参品　子どもの歯ブラシ、コッ
プ、タオル、母子健康手帳、歯
の健康手帳、2 歳児歯科教室問
診票（記入してお持ちください）
備考　駐車料の補助があります
詳細　健康管理課☎ 058-383-1
115

2 歳児歯科教室

日時　 ▽ 2 月 5 日（金）＝那加・
稲羽・川島・蘇原地区在住の方

▽ 2 月 12 日（金）＝鵜沼地区在
住の方　いずれも 9:30 ～ 11:00
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
備考　 ▽予約が必要です ▽駐車
料の補助があります
詳細　健康管理課☎ 058-383-1
115

ことばの相談

期間　3 月 31 日まで
備考　

△

予診票兼接種券のない
方は、母子健康手帳を持参し、
健康管理課へ

△

市内指定医療機
関で予約をしてください

△

予防
接種には、原則保護者の同伴が
必要です。やむをえず親族など
が同伴する場合は、同伴者の同
意をもって保護者の同意とする
旨の委任状の提出が必要です
詳細　健康管理課☎ 058-383-1
115

年長児の予防接種
「麻しん・風しん」

【ヤング健診】
対象　18 歳～ 39 歳（年度末年齢）
内容　身体測定、血液検査、尿
検査、血圧測定、心電図、便潜
血検査（オプション検査）
費用　500 円

【胃がん】
対象　40 歳以上
内容　①胃部エックス線検査②
胃内視鏡検査
費用　① 1500 円② 2500 円

【大腸がん】
対象　40 歳以上（年度末年齢）
内容　便潜血検査
費用　500 円

【子宮がん】
対 象　20 歳 以 上 の 女 性（2 年
に 1 回）
内容　①頸部の細胞診②体部の
細胞診（医師が必要と認めた場合）
費用　① 1000 円② 1500 円

【前立腺がん】
対象　50 歳以上の男性
内容　血液検査（PSA 検査）
費用　1000 円

【肝炎ウイルス】
対象　40 歳以上で、過去に検
査を受けていない方
内容　血液検査（B・C 型肝炎ウ
イルス）
費用　500 円

【歯周疾患】
対象　次の期間生まれの方 ▽昭
和 19 年 1 月 1 日～ 20 年 4 月 1 日

▽昭和 24 年 4 月 2 日～ 25 年 4
月 1 日 ▽ 昭和 29 年 1 月 1 日～
30 年 4 月 1 日 ▽昭和 34 年 1 月
1 日～ 35 年 4 月 1 日 ▽昭和 39 年
1 月 1 日～ 40 年 4 月 1 日 ▽昭和
44 年 1 月 1 日～ 45 年 4 月 1 日

▽昭和 49 年 1 月 1 日～ 50 年 4 月
1 日 ▽ 昭和 54 年 1 月 1 日～ 55
年 4 月 1 日 ▽ 昭和 59 年 1 月 1
日～ 60 年 4 月 1 日 ▽ 平成元年
4 月 2 日～ 2 年 4 月 1 日 ▽平成

お済みですか？
各種検診

日時　2 月 19 日（金）　9:30 ～
11:30
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
対象　分娩予定日が平成 28 年
5 月～ 6 月の妊婦
内容　赤ちゃんの特徴と抱っこ
の体験、赤ちゃんとの生活イ
メージ、育児相談窓口の紹介、
参加者同士の交流
持参品　母子健康手帳、筆記用
具、母子健康手帳別冊「あすか」
備考　 ▽夫の参加も可能です ▽

動きやすい服装で参加してくだ
さい ▽駐車料の補助があります
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1116

マタニティー広場Ⅱ

日時　2 月 28 日（日）　9:30 ～
11:00（受付 9:00 ～ 9:30）
場所　中央図書館 4 階多目的
ホール（那加門前町 3）
対象　分娩予定日が平成 28 年
5 月～ 7 月の妊婦とその家族
定員　160 人程度（申込順）
講師　心療内科医師、助産師、
保健師
内容　親子の愛着
と情緒関係、抱っ
このポイント、乳
幼児の発達、赤ちゃ
んとの生活イメー
ジなど（希望者には11:00～11:45
に体験を実施）
持参品　母子健康手帳、筆記用
具、出席カード（お持ちの方のみ）
備考　動きやすい服装で参加し
てください
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1116

妊娠期から始める
ハッピー子育て講座

日時　2 月 4 日（木）　13:30 ～
14:30
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
備考　予約が必要です
申込と詳細　岐阜保健所健康増
進課☎ 058-380-3004

精神科医による
こころの健康相談

期日 　2 月 24 日（水）
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
対象　乳幼児
内容　身体計測、育児相談
持参品　母子健康手帳
詳細　健康管理課☎ 058-383-1
115

のびのび測定

期日　2 月 16 日（火）
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
内容　生活習慣病予防などの健
康相談、血圧測定、尿検査など
持参品　健康手帳
備考　予約が必要です
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1115

２月の健康相談

日程　2 月 21 日（日）　 ▽講習Ⅲ
（小児）＝ 9:00 ～ 12:00 ▽講習Ⅰ
（成人）＝ 13:00 ～ 16:00 ▽ 講習
Ⅱ（成人）＝13:00～17:00
場所　消防本部研修室（那加桜
町 1 ）
対象　市内在住、在勤の方。た
だし、講習Ⅱは AED を設置また
は設置予定の事業所の方
定員　各 20 人（申込順）
持参品　筆記用具、飲料水
備考　修了証を発行します
申込と詳細　2 月 19 日までに
電話で消防本部救急指令課☎ 0
58-382-3596

受けよう！
普通救命講習

【SOLID WORKS 基礎】
期間　1 月 19 日～ 20 日（2 日間）
費用　2 万 160 円

【CAD 設計技術者が学ぶ機械製
図基礎】
期間　1 月 21 日～ 22 日（2 日間）
費用　1 万 6200 円

【リバースエンジニアリング入
門】
期日　1 月 27 日（水）
費用　9800 円

【共通事項】
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 05
8-379-6370

テクノプラザ
CAD 研修

6 年 4 月 2 日～ 7 年 4 月 1 日
内容　口腔内診査
費用　300 円

【共通事項】
実施期間　2 月 29 日まで
場所　市内指定医療機関
備考　職場などで受診可能な方
や各検診対象疾患の治療中、経
過観察中の方は対象外
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1115

難病医療福祉
相談会

日時　2 月 7 日（日）　13:00 ～
16:00（受付 12:30 ～ 15:00）
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
内容　 ▽神経内科 ▽整形外科 ▽

膠原病内科 ▽内分泌内科 ▽福祉
相談 ▽就労・職場の悩み相談
詳細　県難病団体連絡協議会☎
058-214-8733
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カルチャー カルチャー

■ 2016 爆笑！お笑いまつり in 各務原
日時　1 月 30 日（土）　① 11:30 ～（開場 11:00 ～）
② 14:30 ～（開場 14:00 ～）
場所　市民会館
費用　3300 円（当日 3600 円、全席指定）
出演　アンガールズ、日本エレキテル連合、どぶろっく他
備考　3 歳以上は有料です
詳細　（株）エムズプロデュース☎ 06-6351-2291
■森の小人の演奏会・音楽発表会
日 時　1 月 31 日（ 日 ）　 ① 9:55 ～（ 開 場 9:40 ～）
② 12:20 ～（開場 12:10 ～）
場所　文化ホール
詳細　キルシェ総合教育研究所・寺本☎ 090-7314-
0110

　多方面で活躍する華道家、假屋崎省吾さんによる
フラワーデモンストレーションと、トークショーを
開催します。
日時　4 月 9 日（土）　14:00 ～

（開場 13:30 ～）
場所　文化ホール
出演　假屋崎省吾・華道家
費用　3000 円（全席指定）
チケット販売　1 月 15 日　10:00 ～、市民会館（仮
事務所で販売）、市ブランド創造課（産業文化セン
ター 6 階）、東・川島ライフデザインセンター、マー
サ 21、 マ ー ゴ、 チ ケ ッ ト ぴ あ（P コ ー ド：631-
268）、サークルＫ、サンクス、セブンイレブン
備考　未就学児の入場はご遠慮ください

S
TA
G
E

S
TA
G
E

市民会館・文化ホールの
イベント・コンサート

假屋崎省吾フラワーデモンストレーショ
ン＆トークショー   春爛漫

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日（祝日を除く）

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 1/18・22・25、2/1・8・12・15 ～ 19・22・29

A
R
T 気軽にお越しください

図書館 3 階  市民ギャラリー催し物

■岐阜版遊会木版画展
期間　1 月 26 日～ 31 日　10:00 ～ 17:00（26 日は
12:00 ～）
詳細　岐阜版遊会・村土☎ 058-382-6792

B
O
O
K 気になる「旬」の本を紹介

図書館展示コーナー

■中央図書館　 ▽「冬の本展」＝ 2 月 14 日まで ▽「防
災・ボランティアの本展」＝ 1 月 14 日～ 3 月 11 日
■川島ほんの家　「ハートの本」＝１月 23 日～ 2
月 14 日
■もりの本やさん　 ▽「冬のえほん」＝ 2 月 18 日
まで ▽「冬の生活に役立つ本」・「寒い冬をあたたか
く過ごす本」・「鬼のほん」・「災害を考える本」＝ 1
月 23 日～ 2 月 18 日

中央図書館
☎ 058-383-1122

B
O
O
K あなたのまちへ図書館がやってくる

2 月の移動図書館車さつき号

期日 場所・時間（滞在時間は 30 分・※は 40 分）

2日
（火）

真墨田神社（9:40 ～）、貞照寺（10:30 ～）、加佐美神
社（13:40 ～）、おがせ公園（14:30 ～）

3 日
（水）

つつじが丘ふれあいセンター①（9:40 ～）、鵜沼台
中央公園（10:30 ～）、尾崎市民サービスセンター
前（13:40 ～）、桐野町ふれあいセンター※（14:20 ～）

4 日
（木）

清住町公民館（9:40 ～）、月丘団地西側（10:30 ～）、
JA 西市場跡地（13:40 ～）、尾崎公園※（14:20 ～）

5 日
（金）

鵜沼東福祉センター（9:40 ～）、新鵜沼台コミュニ
ティセンター①※（10:20 ～）、稲羽東福祉センター

（13:40～）、東ライフデザインセンター①※（14:20 ～）

9 日
（火）

川島笠田町公民館（9:40 ～）、川島市民サービス
センター西駐車場※（10:20 ～）、大佐野町公民館

（13:40 ～）、三井山官舎①※（14:20 ～）

10 日
（水）

東山ニュータウンふれあい集会所（9:40 ～）、三ツ池町
３丁目（ヴァンデュール各務原前）（10:30 ～）、成清
町公民館（13:40 ～）、稲羽西福祉センター ※（14:20 ～）

11 日
（木）

稲羽地区体育館（9:30 ～）、琴が丘ふれあい会館
※（10:20 ～）、丸子町ふれあいセンター（13:40 ～）、
鵜沼福祉センター（14:30 ～）

16 日
（火）

市民会館駐車場（11:00 ～ 12:00、臨時開設）

23 日
（火）

弓道場（9:30 ～）、松が丘松田公園※（10:20 ～）、
つつじが丘ふれあいセンター②※（13:40 ～）、中
山道鵜沼宿駐車場（14:30 ～）

24 日
（水）

那加地区体育館（9:30 ～）、出前図書館（企業やサー
クル、各種団体からの依頼を募集しています）、柿
沢ふれあいセンター（14:30 ～）

25 日
（木）

山の前公民館（9:30 ～）、東ライフデザインセンター②
※（10:20 ～）、各務原区コミュニティセンター（13:30
～）、新鵜沼台コミュニティセンター②※（14:20 ～）

26 日
（金）

三井山官舎②※（9:40 ～）、稲羽ふれあいセンター
（10:30 ～）、 そ は ら ふ れ あ い セ ン タ ー そ ら ー ら
（13:40 ～）、各務福祉センター（14:30 ～）

3 月
1 日
（火）

大伊木町ふれあいセンター（9:40 ～）、鵜沼南町会
館（10:30 ～）、大野町公民館（13:30 ～）、慈光園
※（14:20 ～）

　移動図書館「さつき号」は、最大 3000 冊の本を
載せて、市内 42 カ所のステーションを月に 1 回ま
たは 2 回巡回します。

【臨時開設】
　中央ライフデザインセンター図書室の休館に伴
い、2 月 16 日（火）に臨時の巡回を行います。

〒 509-0143 鵜沼小伊木町 4-213
㊡月曜日、祝日

〒 501-6021 川島笠田町
㊡第 2 月曜日（祝日の場合は翌日）

N
A
TU
R
E

C
U
LT
U
R
E

　1 グループで 2 升のお餅をつき、つきたてのお餅
を雑煮で食べます。食べなかったお餅は、のし餅に
して持って帰ります。
日時　2 月 20 日（土）　9:00 ～ 16:00
場所　少年自然の家
対象　 ▽ 市内の年中～大学生までの子どもを含む 8
人以内の家族 ▽２家族以上合同の 8 人以内のグルー
プ（５～７人を奨励、年少児以下は不可）
定員　20 グループ（抽選）
内容　餅つき、凧作り・凧揚げ
費用　大人 800 円、子ども 700 円、餅代 1320 円（1
グループ）
備考　抽選結果は、締切後 1 週間をめどにお知らせ
申込と詳細　2 月 6 日（必着）までに、郵便はがき
に「郵便番号、住所、代表者氏名、電話番号、参
加人数、申込者全員の名前・ふりがな・年齢（2 月
20 日現在）・性別、キャンセル待ちをするか否か」
を記入して、少年自然の家「ファミリーデー②」係

　一般の市民の方が講師を務めます。小さな子ども
から大人まで、一緒にクラフトを楽しみましょう。
■私だけのポストカード作り
　季節の草花や野菜などを描いて、オリジナルの絵
手紙を作ります。
日 時　1 月 19 日（火）・20 日（水）・21 日（木）・26
日（火）・27 日（水）・28 日（木）　10:30 ～ 15:00
費用　300 円（2 枚）
■よのさんの木工教室
　木や竹、木の実など自然の素材を使って、動物や
昆虫を作ります。
日時　1 月 23 日（土）　10:00 ～ 16:00
費用　100 円～
■作って遊ぼう！紙工作
　紙を使って、コマや季節の折り紙などを作って遊
びます。
日時　1 月 23 日（土）・24 日（日）　10:00 ～ 15:00
費用　100 円～（子どもは無料）

体験しよう ! 日本の伝統文化
餅つき＆簡単凧づくり  ファミリーデー②

大人も子供も楽しめるクラフト体験
「おもしろ工房」

少年自然の家 河川環境楽園 自然発見館
☎ 058-370-5280 ☎ 0586-89-7022

〒 501-6021 川島笠田町 1453
㊡ 2/8・3/14

N
A
TU
R
E

冬季もイベント充実！
アクア・トト 2 月のイベント情報

世界淡水魚園水族館 アクア・トト ぎふ
☎ 0586-89-8200

■企画展「世界のハイギョ」
　肺で呼吸をする魚「ハイギョ」。
アフリカ、南米、オーストラリ
アに生息する世界中のハイギョ
を全種類集めました！
期間　4 月 10 日（日）まで
費用　入館料のみ
■テーマ水槽

「おさかなたちのバレンタイン♡ホワイトデー」
　チョコレートと、お返しのジュエリーをイメージ
した生き物を展示します。どなたも無料でご覧いた
だけます。
期間　1 月 26 日～ 3 月 13 日

【共通事項】
入館料　大人 1500 円、65 歳以上 1350 円、中学高校
生 1100 円、小学生 750 円、幼児（3 歳以上）370 円
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タ
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し
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福
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セ
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１
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８
９
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・
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休

子
ど
も
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（
開
館
９
時
～
17
時
）

掲載する団体・サークル
を募集中！詳しくは秘
書広報課☎ 058-383-
1111（内線 2151）

安村佳之さん｜国産旅客機「ＭＲＪ」飛行試験の機長を務める

世界中の注目のなか成功させた「飛行試験」の舞台裏
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「
不
安
よ
り
、
早
く
飛
ば
し

た
い
と
い
う
期
待
感
が
強
か
っ

た
で
す
ね
」。
濃
紺
の
フ
ラ
イ

ト
ス
ー
ツ
に
身
を
包
む
安
村
佳

之
さ
ん
は
、
機
長
と
し
て
臨
ん

だ
初
飛
行
を
そ
う
振
り
返
っ
た
。

　

11
月
11
日
、
初
の
飛
行
試
験

を
行
っ
た
国
産
旅
客
機
「
Ｍ
Ｒ

Ｊ（
三
菱
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ジ
ェ
ッ

ト
）」。
50
年
ぶ
り
の
国
産
機
と

し
て
、
日
本
を
は
じ
め
世
界
中

か
ら
高
い
注
目
と
期
待
が
集

ま
っ
た
。「
必
ず
成
功
を
」
と

い
う
重
圧
。
し
か
し
、
仲
間
の

サ
ポ
ー
ト
も
あ
っ
て
、「
普
段

ど
お
り
の
気
持
ち
で
飛
ぶ
こ
と

が
で
き
た
」
と
い
う
。

　
「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
飛
行
機

が
大
好
き
だ
っ
た
」
と
い
う
安

村
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
、
航

空
自
衛
隊
へ
入
隊
。
30
歳
か
ら

岐
阜
基
地
に
赴
任
し
、
テ
ス
ト

パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
の
キ
ャ
リ

ア
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

そ
の
後
、
三
菱
重
工
業
㈱
に

籍
を
移
し
、
平
成
20
年
の
三
菱

航
空
機
㈱
設
立
か
ら
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の

開
発
に
携
わ
る
。
最
新
技
術
を

誇
る
Ｍ
Ｒ
Ｊ
だ
が
、「
開
発
の

初
期
は
コ
ク
ピ
ッ
ト
も
木
と
紙

で
し
た
」
と
安
村
さ
ん
。
こ
れ

ま
で
操
縦
桿
を
握
っ
た
航
空
機

は
33
機
種
。
豊
富
な
経
験
と
知

識
が
、
半
世
紀
ぶ
り
の
国
産
機

の
開
発
を
支
え
て
い
る
。

　

平
日
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
そ
し

て
休
日
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

い
う
別
の
顔
を
持
つ
安
村
さ

ん
。
緑
苑
地
区
の
社
会
福
祉
協

議
会
長
、
そ
し
て
航
空
宇
宙
科

学
博
物
館
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
多
忙
な
日
々
を
送
る
。

緑
苑
で
は
、
空
家
を
活
用
し
た

交
流
拠
点
「
ふ
ら
っ
と
」
の
立

ち
上
げ
や
、
地
域
通
貨
の
導
入

な
ど
画
期
的
な
ア
イ
デ
ア
で
地

域
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
初
飛
行
か
ら
約
２

カ
月
。
今
後
、
安
全
性
な
ど
の

確
認
の
た
め
累
計
２
５
０
０
時

間
に
及
ぶ
飛
行
試
験
が
待
っ
て

お
り
、「
大
変
な
の
は
こ
れ
か

ら
」
と
気
を
引
き
締
め
る
。
世

界
の
注
目
を
集
め
る
安
村
さ
ん

と
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
挑
戦
は
、
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

YASUMURA Yoshiyuki
「うだつの町並み」で有名な徳島県
美馬市脇町の出身。うどん打ちが
特技で、講師を務めるほどの腕前。

KIDS in Kakamigahara

家事の大切さと母のありがたみ
蘇原中学校

「
絵
本
タ
イ
ム
」

　

子
ど
も
館
で
は
、平
日
の「
み

ん
な
で
あ
そ
ぼ
」の
時
間
に「
絵

本
タ
イ
ム
」を
設
け
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
は
、
お
気
に
入
り
の

絵
本
を
お
母
さ
ん
の
膝
の
上
で

読
ん
で
も
ら
い
温
か
い
親
子
の

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
絵

本
を
通
し
た
親
子
の
ふ
れ
あ
い

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

ば
ぁ
ば
・
じ
ぃ
じ
と
あ
そ
ぼ
う
・

「
１
才
お
め
で
と
う
事
業
」

　

1
歳
に
な
っ
た
お
子
さ
ん
を

子
ど
も
館
で
お
祝
い
し
ま
す
。

日
時　

２
月
24
日（
水
）　

11
時

～
11
時
30
分

場
所　

市
内
全
子
ど
も
館

対
象　

市
内
在
住
の
平
成
27
年

１
月
１
日
～
31
日
生
ま
れ
の
子

備
考　

案
内
状
の
入
っ
た
封
筒

と
、
同
封
の
引
換
券
を
持
参

２
月
の
あ
か
ち
ゃ
ん
あ
つ
ま
れ

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
ん
だ

り
、
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を

　

蘇
原
中
学
校
で
は
毎
年
1
年

生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
、
親
子
逆
転
体
験
を
行
い
ま

す
。
親
子
逆
転
体
験
と
は
、
毎

日
家
事
を
し
て
い
る
お
家
の
人

が
学
校
で
授
業
を
受
け
、
私
た

ち
が
家
で
掃
除
、
洗
濯
、
食
事

づ
く
り
な
ど
の
家
事
を
し
て
、

親
と
子
を
半
日
だ
け
逆
転
さ
せ

る
学
習
で
す
。

　

こ
の
体
験
の
中
で
、
私
が
一

番
苦
労
し
た
の
は
食
事
づ
く
り

で
す
。
時
間
ま
で
に
夕
食
を
作

り
終
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

か
っ
た
の
で
、
段
取
り
が
す
ご

く
大
切
で
し
た
。
違
う
こ
と
を

同
時
に
行
っ
た
り
、
つ
く
る
順

番
を
考
え
た
り
、
料
理
を
す
る

の
も
頭
を
使
わ
な
け
れ
ば
い
け

な
く
て
、
思
っ
て
い
た
以
上
に

疲
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
は

ん
を
炊
く
の
を
失
敗
し
た
り
、

量
を
間
違
え
た
り
し
て
し
ま

い
、
毎
日
短
時
間
で
こ
れ
以
上

の
こ
と
を
し
て
い
る
母
の
こ
と

を
、
本
当
に
す
ご
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

そ
の
他
の
掃
除
や
洗
濯
な
ど

の
家
事
に
つ
い
て
も
、
母
が
し

て
い
る
の
を
見
る
と
簡
単
そ
う

に
見
え
る
の
に
、
い
ざ
や
る
と

な
る
と
簡
単
な
こ
と
で
は
な

か
っ
た
で
す
。

　

で
も
、
夕
食
を
美
味
し
い
と

言
っ
て
も
ら
え
た
り
、
洗
濯
、

掃
除
も
ほ
め
て
も
ら
え
た
り
し

て
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ

ま
し
た
。

　

私
は
今
ま
で
、「
学
校
が
あ
っ

た
か
ら
」
と
か
、「
勉
強
し
て

い
る
方
が
疲
れ
る
し
」
な
ど
と

思
っ
て
、
家
の
手
伝
い
を
あ
ま

り
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
今
回
の
体
験
を
通
し
て
、

毎
日
仕
事
で
疲
れ
て
い
る
中
で

も
、
家
事
を
し
て
い
る
母
の
あ

り
が
た
み
が
、
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
母
の
大
変
さ
を

身
を
も
っ
て
理
解
で
き
ま
し

た
。
体
験
で
学
ん
だ
こ
と
を
学

ん
だ
ま
ま
に
せ
ず
、
家
族
の
一

人
と
し
て
自
分
の
役
割
を
見
つ

け
、少
し
で
も
母
を
楽
に
し
て
あ

げ
よ
う
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。

文
・
1
年   

松
岡
梨り

乃の

さ
ん

　

私
た
ち
、
各
務
原
太
鼓
保
存

会
は
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、
和
太
鼓

の
指
導
を
通
じ
て
礼
儀
作
法
を

身
に
つ
け
、
豊
か
な
人
間
性
を

養
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
健
全
な

精
神
が
育
ま
れ
る
環
境
を
創

り
、
１
年
を
通
し
て
、
市
や
自

治
会
主
催
の
お
祭
り
・
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
会
員
と
市
民

の
皆
さ
ん
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
を
よ
り
一
層
盛
り

上
げ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

去
年
か
ら
、
市
民
を
対
象
に

太
鼓
体
験
教
室
を
実
施
し
た

り
、
和
太
鼓
演
奏
が
音
楽
療
育

の
一
環
と
し
て
も
立
証
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
知
的
・
身
体

障
が
い
者
の
方
々
を
対
象
と
し

た
太
鼓
体
験
教
室
を
開
催
し
た

り
し
て
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
方
か
ら
「
太
鼓
を
思
い
き
り

叩
け
る
機
会
が
な
い
の
で
嬉
し

か
っ
た
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

喜
び
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
１
月
２
日
に
加
佐
美

神
社
、
10
日
に
成
人
式
、
２
月

14
日
に
石
川
県
の
雷
童
大
会
、

20
日
に
那
加
中
学
校
で
演
奏
予

定
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　

詳
細　

各
務
原
太
鼓
保
存
会
・

吉
田
☎
０
５
８（
３
８
2
）４
５

５
２

各務原

太鼓保存会

し
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

日
程　

▽
あ
さ
ひ
＝
２
月
16

日
（
火
）
▽
さ
く
ら
・
か
わ
し

ま
＝
17
日
（
水
）
▽
う
ぬ
ま
東

＝
22
日（
月
）▽
そ
は
ら
＝
23
日

（
火
）　

い
ず
れ
も
14
時
～
15
時

対
象　

１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者

2
月
の
小
学
生
チ
ェ
ス
教
室

　
初
心
者
の
子
に
も
、
丁
寧
に

教
え
て
も
ら
え
ま
す
。

日
程　

２
月
６
日
・
20
日　

い

ず
れ
も
土
曜
日　

13
時
30
分
～

15
時
30
分
（
当
日
受
付
）　

場
所　

蘇
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
２
階
（
蘇
原
野
口
町
1
）

備
考　

保
護
者
の
参
加
も
可
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作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

各
務
原
飛
行
場
百
年
物
語

　

中
国
山
西
省
の
伝
統
料
理
で
あ
る
刀
削

麺
。
生
地
の
塊
か
ら
麺
を
削
り
飛
ば
す
独
特

の
製
法
に
よ
り
、麺
の
断
面
は
中
心
が
厚
く
、

モ
チ
モ
チ
し
た
食
感
と
な
り
ま
す
。

　

于ウ
シ
ュ
ン
ハ
オ

俊
浩
さ
ん
は
、こ
の
道
16
年
の
料
理
人
。

本
場
中
国
を
は
じ
め
、
名
古
屋
市
や
犬
山
市

の
お
店
を
経
て
、
４
年
前
か
ら
鵜
沼
南
町
の

中
華
料
理
店
で
腕
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。

　

于
さ
ん
は
、
山
西
省
出
身
の
師
匠
の
も
と

で
刀
削
麺
作
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
。「
独

特
な
製
法
の
た
め
、
生
地
を
削
る
刃
の
角
度

や
力
の
入
れ
具
合
な
ど
、
多
く
の
コ
ツ
が
あ

る
」と
い
い
ま
す
。
素
早
く
削
ら
れ
た
麺
が
、

鍋
へ
吸
い
込
ま
れ
る
光
景
は
、
ま
さ
に
職
人

技
。
そ
ん
な
于
さ
ん
の
味
を
求
め
、
お
店
に

は
た
く
さ
ん
の
常
連
客
が
足
を
運
び
ま
す
。

使
い
慣
れ
た
道
具
と
職
人
の
技
が
、
中
国
伝

統
の
味
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

FILE №　044

刀削麺職人
（とうしょうめんしょくにん）

　学びの森南側の「学びの森プロムナード」は、
イチョウとメタセコイヤが約 300 ｍ続く並木道。
各務原を代表する、黄葉スポットです。
【市民カメラマン：富田博道さん】
11月 3日に行われた「マーケット日和」を撮影す
るため、学びの森を訪れました。季節ごとに美し
い姿を見せる、「学びの森プロムナード」。黄葉に
は早いかなと思いましたが、イチョウが色付いて
いたので撮ってみました。

交通安全への思いが詰まった作文 サンタさん、プレゼントをありがとう

伝統のおせちを、アイデアで手軽に！

市交通安全作文表彰式 サンタクロース保育所訪問

伝統のおせちとアイデアおせち学びの森プロムナード

　交通安全県民運動の一環として、毎年行われて
いる「交通安全作文表彰」。今年は、市内小学校
の選考を経た 95 点を審査し、各学年から最優秀
賞 1人と優秀賞 2人の計 18 人を表彰しました。
　12 月 16 日には、市役所で表彰式が行われ、受
賞者を代表して緑苑小６年の谷口彩水さんが作文
を朗読。「これからも無事故で登下校できるよう、
がんばります」と、交通安全への思いを元気に読
みあげました。

　市内保育所のクリスマスパーティーに、サンタ
クロースが訪問しました。この訪問は、各務原国
際協会と市内 3ロータリークラブの協力で実施
されており、市国際交流員のジェイソン・ヴァン
ミーターさんがサンタクロースに扮しています。
　12 月 17 日、サンタクロースは那加中央保育
所を訪問。サンタさんが、年少～年長の児童 126
人に１人ずつプレゼントを渡すと、児童は「サン
キュー！」と、笑顔で受け取りました。

　12 月 15 日、西ライフデザインセンターで、「手
軽に作る！伝統のおせちとアイデアおせち」講座
が行われました。家庭でも実践できる、簡単なお
せち料理を学ぼうと、14 人が参加。この日は、「田
作り」や「かまぼこ」をアレンジしたものなど、
6種類のおせち作りに挑戦しました。
　忙しい年末にぴったりな、日持ちのする料理を
学んだ参加者の方は、「簡単にできたので、家で
も作ってみたいです」と、満足の笑顔でした。

聞
く
断
片
的
な
情
報
の
一
つ
一
つ
が
新
鮮
に

受
け
取
れ
、
今
ま
で
何
も
知
ら
ず
に
い
た
の

を
恥
ず
か
し
く
感
じ
た
。

「
お
父
つ
ぁ
ん
も
、
ご
飯
に
し
よ
ま
い
」

　
勘か

ん
す
け助
と
竹
男
の
間
に
や
や
不
穏
の
雰
囲
気

を
感
じ
取
っ
た
母
の
と
し
が
、
す
ば
や
く
勘

助
に
声
を
掛
け
た
。
そ
し
て
、
竹
男
に
も

「
兵

ひ
ょ
う
ど
う頭
君
か
ら
ハ
ガ
キ
が
来
と
っ
た
よ
」

と
声
を
掛
け
な
が
ら
、
囲い

ろ

り
炉
裏
の
汁
鍋
の
蓋

を
取
っ
て
中
を
覗
き
込
ん
だ
。

　
竹
男
は
ハ
ガ
キ
を
手
に
取
り
、
し
ば
し
懐

か
し
い
文
字
に
見
入
っ
て
い
た
が
、
や
が
て

裏
返
し
た
。

― 

つ
づ
く

14

　
世
界
の
列
強
国
の
植
民
地
拡
大
主
義
に
よ

り
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
そ
れ
に
日

本
も
参
戦
。
中
国
の
青チ

ン
タ
オ島
な
ど
を
獲
得
し
た

日
本
は
シ
ベ
リ
ア
に
も
出
兵
す
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
戦
費
捻
出
の
煽あ

お

り
を
受
け
て
国
内

で
は
物
価
が
高
騰
し
、
特
に
米
の
値
段
が
異

常
に
上
が
り
富
山
県
滑な

め
り
か
わ川
地
方
で
端
を
発

し
た
米
騒
動
が
全
国
に
波
及
し
つ
つ
あ
っ

た
。
さ
ら
に
ス
ペ
イ
ン
風
邪
と
呼
ば
れ
た
疾

病
が
大
流
行
し
、
世
の
中
が
騒
然
と
し
て
い

た
。
ま
た
、
堺

さ
か
い

利と
し
ひ
こ彦
や
山や
ま
か
わ
ひ
と
し

川
均
ら
に
よ
る
社

会
主
義
運
動
も
盛
ん
に
な
り
、
後
に
こ
れ
が

発
展
し
て
共
産
党
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
ん
な
中
、
国
政
で
は
原

は
ら
た
か
し敬
が
政
友
会

を
中
心
と
し
た
内
閣
を
結
成
し
、
国
情
安
定

に
躍
起
と
な
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
蘇
原
村
に
住
む
竹
男
た
に
は
、

こ
の
よ
う
な
急
進
的
な
動
き
な
ど
は
な
か
な

か
知
る
由
も
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
茂

男
に
誘
わ
れ
て
出
掛
け
た
寄
り
合
い
の
席
で

【これまでのあらすじ】大正7年（1918年）の稲葉郡蘇原村。蘇原尋常小学校を卒業した平田竹男は、友人の毅・兵藤と「10年
　　　　　　　　　　後に集まろう」と約束する。全国的な「小作組合」結成の動きを受け、竹男も蘇原村の寄り合いに誘われ…

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
匠
フ
ァ
イ
ル

今
号
の

表
紙
を

飾
っ
た
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羊毛フェルトを始めて 4年になります。羊毛フェルトの

魅力は、何と言ってもやさしい手触りと見た目です。羊

毛を針で紡ぎ、形にするのは時間がかかる作業ですが、

完成したときの嬉しさはひとしお。今まで作った作品一

つ一つに愛着があります。今後もいろいろな作品にチャ

レンジしていきたいですね。 坪内裕子さん
（川島北山町）

CITY
GALLERY

羊毛だから出せるあたたかさ

羊毛フェルト  

「申
さる

」

東
ひがし

　琴
こ と な

菜ちゃん（H25.6.19 生）

　　大
たいよう

遥ちゃん（H27.1.29 生）

いつも元気いっぱいの玲菜ちゃん。これから

もすくすく大きくなってね。

（竜一さん・春佳さん、川島河田町）

毎日、弟のお世話をしてくれる琴ちゃん。お

姉ちゃん大好きな大遥君。仲良し姉弟だよ。

（勝也さん・千絵さん、鵜沼西町）

平光　玲
れ い な

菜ちゃん（H26.12.20 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8340 人（男　7万 3337 人・女　7万 5003 人）

世帯｜ 5万 7726 世帯　　　　　平成 27 年 12 月 1日現在
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